
ＤＩ方式

◎業種別景気動向　ＤＩ前期比表
30年 31年

10月 1月
～12月 ～3月

１．売上（加工）額 ▲ 75.0 ▲ 50.0 25.0 好転

２．売上（加工）単価 0.0 ▲ 25.0 -25.0 悪化

３．売上（加工）数量 ▲ 75.0 ▲ 25.0 50.0 大幅好転

４．資金繰り 0.0 0.0 0.0 横ばい

５．採算（経常利益） ▲ 50.0 ▲ 50.0 0.0 横ばい

１．完成工事（請負工事）額 ▲ 60.0 0.0 60.0 大幅好転

２．受注（新規契約工事）額 0.0 0.0 0.0 横ばい

３．資金繰り 0.0 0.0 0.0 横ばい

４．採算（経常利益） 0.0 20.0 20.0 好転

１．売上額 ▲ 57.1 ▲ 57.1 0.0 横ばい

２．客単価 ▲ 71.4 ▲ 28.6 42.8 大幅好転

３．客数 ▲ 71.4 ▲ 85.7 -14.3 悪化

４．資金繰り ▲ 57.1 ▲ 28.6 28.5 好転

５．採算(経常利益） ▲ 71.4 ▲ 42.9 28.5 好転

１．売上(収入)額 ▲ 22.2 0.0 22.2 好転

２．客単価 ▲ 11.1 ▲ 22.2 -11.1 悪化

３．利用客数 0.0 ▲ 22.2 -22.2 悪化

４．資金繰り 0.0 ▲ 22.2 -22.2 悪化

５．採算（経常利益） 0.0 ▲ 33.3 -33.3 大幅悪化

判断

製造業

建設業

景況項目
（前年同期に比べて）

小売業

サービス業

小規模事業者経済動向調査報告書（要約版）

愛南町商工会

調査対象期間：平成30年度第４四半期（平成31年１月～３月）

調査対象企業：25企業　回答企業25企業（製造業：４件　建設業：５件　小売業：７件　サービス業：９件）

ＤＩとは、各調査項目について（増加・上昇・好転）の割合から（減少・低下・悪化）の割合を差し引いた値で
（景気動向指数）を表しています。

今期－前期

【ポイント値変動（差異）の 表現ルール】

好転 ・・・ 大幅好転 （差異が３０ｐｔ超）

好転 （差異が１０超～３０ｐｔ）

やや好転 （差異が１～１０ｐｔ）

横ばい ・・・ ほぼ横ばい（差異が＋－１ｐｔ以内）

横ばい （差異なし）

悪化 ・・・ やや悪化 （差異が１～１０ｐｔ）

悪化 （差異が１０超～３０ｐｔ）

大幅悪化 （差異が３０ｐｔ超）


